
モチベーション 雰 囲 気 コーチング

ねらい

①他人から見た自分の現状把握

②意見交換により、チーム内での

コミュニケーションが円滑になる

③指導者への依存を避け、選手

自ら問題解決をする能力を身につける

プロフィール 選手データ 短所なくしーと 長所のばしーと 振り返りシート内容

選手同士によるコーチングシート
今後の計画

自分とは何か？

目標は何か？

を明確にするため

に、プロフィール

を書き込みます。

自分の現状把握を

するために、周り

の選手にくせや特

徴を書き込んでも

らいます。

ミスを最低限に減

らすために、周り

の選手に練習中の

ミスを詳しく書き

込んでもらいます。

個性を最大限に活

かすために、周り

の選手に練習中の

成功を詳しく書き

込んでもらいます。

これまでのシート

をもとに、

・小目標設定

・日々の成果確認

をする。

データをリニューアル！

体育会ソッカー部女子

２１名に実施後、アンケ

ートを取る。それをもと

に改良し新たなフィー

ルドで実施。

指導者⇔選手間コミュニケーション

・利用方法の検討 （コーチから選手への情

  報提供の範囲を設定 etc．．．）

・実際のフィールドでの利用

・目標設定の先にある、どのようにしてそ

  の目標を達成していくのかを導くことが  

　できるプログラムを作成する。

・コーチと選手とのコミュニケーション

  のツールとして、プログラムを作成。

・チーム内で、コーチと選手との意思の

  共有を行えるシートを作成。

・自分のことを知るシートを作成。

        選手がなりたい姿と

  コーチが選手になってほしい姿を

共有し、コミュニケーションを通じて、

           目標設定

    を行えるプログラムを作成する。

・選手とコーチとで、お互いの考えて  

  いることがわかる。

・コーチとの距離が縮められる。

・目標設定への自信がうまれる。

選手が成長しやすい環境を作り出せる！
 

プログラムの作成　　　　　　　  目的テーマ　　　　　　　　　　得られる効果　　　　　　　　　　今後に向けて
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モチベーション・雰囲気・指導の３つの視点から、コーチングシート

を更に活用する方法を考えた結果、大きく２つに分類されました。

  コーチングに最も重要なことは、心のつながり、つまり、コミュ

ニケーションです。そして、良いコーチングをするためには、コー

チの指導方法、雰囲気、選手のモチベーションが大事な要素である

と私達は考えています。

  そこで、コーチングということを通じて、プレーヤー更には、コー

チの成長やコミュニケーション能力の向上と共に、その根底にある、

より良い人生を送るためのスキルを身につけるサポートを行ってい

こうと思っています。その手段として、私達は、ライフスキルプロ

グラムの提案・作成を行っています。
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